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令和５年度風間浦村敬老対象者の皆様へ記念品等をお届けしました

今般の新型コロナウイルスの感染状況等を踏まえ、敬老会参加者の健康と安全を第一に考えた結果、

今年度の敬老会は昨年同様、対象者の皆様のご長寿をお祝いする式典を中止させていただきました。代

替事業として、９月１２日に風間浦村赤十字奉仕団のご協力をいただき、対象者並びに米寿を迎えられ

た皆様にご長寿のお祝いとして「紅白餅・どらやきの詰め合わせ」ほか記念品等を贈呈させていただき

ました。その際に、皆様からは「わざわざ届けてもらって、ありがとう」という元気な声や「次は集まっ

て（敬老会）やりたいな」という開催を望む声などが聞かれました。

今年度の敬老対象者（７５歳以上）は、下風呂地区１５９名、桑畑地区２７名、易国間地区１６２名、

蛇浦地区１０２名の合計４５０名（令和５年９月５日現在）です。１００歳を超える方は３名おり、最

高齢者は１０２歳で２名、１００歳の方は１名、米寿対象者は２０名となります。対象者のお名前は次

のとおりです。

未知の感染症であった新型コロナウイルスも５月８日からは感染法上の分類が５類感染症に位置づけ

られ、季節性インフルエンザと同等の扱いとなり感染対策も個人の判断にゆだねられたことからウィズ

コロナ社会も定着しつつあります。来年こそは、普段会えない人たちと顔を合わせ、楽しく開催できる

ことをお祈りいたします。

大瀧 あさ さん 種市 正彦 さん

三浦 立博 さん 高橋 輝治 さん

四ツ谷雪江 さん 坪 克四郎 さん

川畑 正人 さん

下風呂地区

嘉賀 きく さん 濵邉 シエ さん

桑 畑 地 区

塚田美彌子 さん 菊池 壽子 さん

越膳 芳之 さん 能渡 利雄 さん

川嶋 悦子 さん 飯田 冨一 さん

川嶋 力男 さん

易国間地区

大見 まゑ さん 中塚せい子 さん

山本 ムツ さん 熊谷 勝弘 さん

蛇 浦 地 区

最高齢者（１０２歳）

佐々木久次郎 さん

米 寿

山本 ムツさん（蛇浦) 四ツ谷 雪江さん（下風呂)能渡 利雄さん（易国間)

川畑 正人さん（下風呂) 大瀧 あささん（下風呂)

１００歳

※訪問時に在宅で写真撮影にご協力いただいた方を掲載しています。

易国間地区

蛇 浦 地 区 亀谷 重一 さん

松尾 幸 さん易国間地区
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令和５年度新島襄先生寄港の地碑 碑前祭

９月２５日（月）、下風呂地区の海峡いさりび公園内にある新島襄寄港記念碑前で第３１回碑前

祭を開催しました。

学校法人同志社から八田英二総長・理事長をはじめ、同志社校友会及び同志社関係者の方々が参

列され、冨岡村長、八田総長、佐藤光彦同志社校友会青森県支部長のあいさつや賛美歌、風間浦村

民歌、同志社カレッジソングを演奏し、同志社と風間浦村の交流がますます盛んになることを期待

し、末永い交流を誓いました。

風間浦小学校稲刈り体験学習

９月２７日（水）、蛇浦根戸内地区にある水田

で、風間浦小学校４・５・６年生が稲刈り体験

学習を行いました。

子供たちは、水田を管理している木下重利さ

んから鎌の使い方の指導を受け、上級生が初め

て稲刈りをする４年生にお手本を見せながら、

５月に自分たちで田植えしたもち米「アカリモ

チ」を丁寧に刈りました。

刈取りから束ねて干すまでの一連作業を一生

懸命取り組みました。
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3,107,806千円
令和４年度

歳出決算額

風 間 浦 村 一 般 会 計 決 算 報 告

令和４年度の一般会計・特別会計の各決算が９月定例会で認定されました。
一般会計決算額は、歳入総額が3,162,003千円（対前年度比4.4％減）、歳出総額は3,107,806千円（対前年度比

2.9％減）となりました。

歳入の内訳はこのようになりました

歳入の内訳として最も多いのが、
地方交付税15億5,507万3千円で全
体の49.2％を占め、他は国庫支出
金2億4,917万1千円（7.9％）、県支
出金3億1,748万2千円（10.0％）、村
債1億8,430万円（5.8％）などで、
皆さんが納めた村税は、1億818万4
千円（3.4％）でした。
また、村税・財産収入・繰入金な
どの自主財源は全体の25.3％で、
これに対し地方交付税・国県支出
金・村債などの依存財源は74.7％
でした。

使用料及び手数料……住民票の交付などでお支払いいただいたお金

財産収入………………財産の運用と売却で得たお金

繰入金…………………基金の取り崩しで得たお金

地方譲与税……………自動車重量税などから村に配分されたお金

地方交付税……………国から村の財政力に応じて交付されたお金

国庫・県支出金………補助金などで国や県が交付したお金

村債……………………事業を行うために村が借りたお金

歳入の主な用語

[特別会計決算]

村税（108,184千円）の内訳

村民税 47,043千円

固定資産税 47,685千円

軽自動車税 4,699千円

村たばこ税 7,047千円

入湯税 1,710千円

○国民健康保険特別会計 歳入 262,156千円

歳出 255,042千円

○簡易水道特別会計 歳入 519,523千円

歳出 499,215千円

[財産区一般会計決算]

商工費

•観光事業者等感染症対策強化事業12,629千円

•消費喚起プレミアム商品券発行事業補助金12,000千円

•下風呂温泉宿泊キャンペーン事業8,993千円

•ゆかい村再発見プロジェクト事業4,380千円

土木費

•新甲平ノ上公営住宅建設事業42,031千円

•村内道路除排雪委託事業16,796千円

•村内道路改良事業7,999千円

•急傾斜地崩壊対策事業5,000千円

教育費

•小中学校スクールバス運行事業20,671千円

•奨学資金貸付事業11,300千円

•下風呂公民館改修事業2,464千円

消防費

•下北地域広域行政事務組合負担金220,589千円

（消防本部費・分署費他）

•非常備消防事務委託事業15,738千円

•消防施設整備事業1,367千円

（単位：千円）

○介護保険特別会計 歳入 348,465千円

歳出 313,838千円

○後期高齢者医療特別会計 歳入 28,309千円

歳出 28,309千円

○下風呂財産区 歳入 717千円

歳出 413千円

○易国間財産区 歳入 1,110千円

歳出 77千円
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区分 地方債現在高 基金現在高 財政調整基金 減債基金
その他特定
目的基金

Ｒ４年度 2,929,520 1,782,027 460,399 20,779 1,300,849

Ｒ３年度 3,100,650 1,693,200 475,365 11,779 1,206,056

対前年度
増減率

-5.5% 5.2% -3.1% 76.4% 7.9%

総務費……………広報、税務、戸籍、統計調査など総括的なことに使われるお金
民生費……………高齢者の福祉や各種手当、保育所の運営などに使われるお金
衛生費……………ごみ処理や健康診断、医療センターへの負担金などに使われるお金
農林水産業費……農林水産業の振興などに使われるお金
商工費……………商工業や観光業などに使われるお金
土木費……………道路整備や公営住宅の建設・維持管理に使われるお金
消防費……………下北地域広域行政事務組合負担金や消防活動などに使われるお金
教育費……………小中学校の運営、公民館などの施設運営などに使われるお金
災害復旧費………災害によって生じた被害の復旧に使われるお金
公債費……………村債借入金返済に充てるお金

人件費……………村長等特別職や職員の給料、議員の報酬などの費用
扶助費……………老人施設措置費や児童手当などの福祉のための費用
公債費……………村債借入金返済のための費用
補助費等…………各種団体への負担金及び補助金、保険料、謝礼などの費用
物件費……………委託料や使用料、光熱水費、消耗品費などの費用
繰出金……………特別会計への繰出の費用
投資的経費………学校、道路、漁港等の建設事業や災害復旧事業などの費用

歳出は、原油価格・物価高騰等対策に係る
商品券配布事業や役場庁舎・消防庁舎建設事
業の実施により総務費5億6,849万円（18.3%）
と最も多くなりました。他には、基金積立金
などの諸支出金5億3,391万8千円（17.2%）、民
生費4億20万4千円（12.9％）、公債費3億6,484
万1千円（11.7％）、衛生費3億4,070万3千円
（11.0％）などとなりました。
また、性質別では、補助費等6億6,414万7千

円（21.4％）、積立金、投資及び出資金・貸付
金5億5,242万7千円（17.8％）、物件費4億
5,980万1千円（14.8％）、人件費が3億9,743万
8千円（12.8％）などとなりました。

予算の使い道はこのようになりました

歳出（目的別）の主な用語

地方債及び基金の状況

歳出（性質別）の主な用語

（単位：千円・％）

総務費
•庁舎等建設事業72,846千円
•村民支援商品券事業36,066千円
•原油価格・価高騰等対策事業17,618千円
•価格高騰緊急支援事業12,658千円

歳出の主な事業等

民生費
•障害者自立支援介護、訓練費等給付費64,378千円
•風間浦保育所指定管理委託料56,161千円
•住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業22,963千円
•子育て世帯生活支援特別給付金給付事業4,778千円

農林水産業費

•水産振興対策及び組合経営強化補助金59,500千円

•小規模治山事業28,462千円

•村内漁港整備事業16,030千円

•未来へ繋ぐ海のプロジェクト事業4,290千円

衛生費

•下北地域広域行政事務組合負担金133,559千円

（塵芥処理・尿）

•廃棄物収集運搬事業34,795千円

•下北医療センター負担金27,920千円

•新型コロナウイルスワクチン接種関係事業13,195千円

（単位：千円）
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令和６年度保育所入所児童の募集について

令和６年度の風間浦保育所への入所児童を募集します。入所希望の方は下記によりお申込

みください。

○入所対象児童

風間浦村に住所を有し、保護者が就労、疾病、介護等のため保育を必要とする児童で、令和

６年４月１日時点で生後満６ケ月以上の児童。

○申込受付期間

令和５年１２月１日（金）から令和５年１２月２２日（金）まで

○受付場所

風間浦村役場 村民生活課（げんきかん内）

○申込書類

①支給認定（現況）兼入所申請書

②就労証明書（求職中の場合は、求職活動を証明できるものを提出してください。求職カー

ド、雇用保険受給者資格証など）

※１ 新規入所、継続入所どちらの方も①②を提出していただきます。

※２ 就労証明書は、風間浦村のホームページからExcel様式がダウンロードできます。

※３ 勤務先が変わったときには、再度提出してください。

※４ 申込書類は、風間浦村役場村民生活課（げんきかん内）にあります。

○入所選考

（１）児童の家庭状況を聴取または調査を実施後、保育が必要と認められた児童。

（２）入所が決定した場合、後日「保育所入所承諾書」を送付いたします。

【お問合せ先】

風間浦村 村民生活課 福祉介護グループ（げんきかん内） ☎０１７５－３５－３１１１

＜風間浦保育所について＞

○開所日時 •月曜日から土曜日（祝祭日・年末年始はお休みです。）

•午前７時３０分～午後４時まで（午後４時以降も居残り保育でお預かり可能

です。）

○送 迎 風間浦村全地区を対象に送迎バスを運行しております。送迎バスをご利用希望

の方は別途お申し出ください。（乳児（生後６ケ月～１歳未満）の送迎は、保護

者でお願いします。）

○保 育 料 無料

【お問合せ先】

風間浦村 村民生活課 福祉介護グループ（げんきかん内） ☎０１７５－３５－３１１１
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大間町において株式会社岡山建設が計画している風力発電事業に関して、環境影響評価の

調査、予測及び評価の手法をとりまとめた「環境影響評価方法書」を以下の通り縦覧し、説明

会を開催いたします。

●縦覧書類

（仮称）大間奥戸風力発電事業 環境影響評価方法書

●対象事業実施区域

青森県下北郡大間町奥戸周辺

●縦覧場所

風間浦村役場（土、日、祝日を除く開庁時）

●縦覧・意見受付期間

令和５年１１月７日（火）～１２月８日（金）の役場開庁時

※縦覧期間終了後も、意見書受付終了日まで閲覧頂けます。

●意見書受付終了日

令和５年１２月２５日（月）

※環境影響評価方法書について、環境の保全の見地からのご意見をお持ちの方は、書面に住

所・氏名・意見（意見の理由を含む）をご記入のうえ、意見受付終了日までに、縦覧場所

に備え付けの意見書箱にご投函頂くか、下記のお問い合わせ先へご郵送ください（当日消

印有効）。

●環境影響評価方法書についての説明会

日時：令和５年１１月２５日（土） 午前１１時～ ※一時間程度

場所：蛇浦公民館（下北郡風間浦村大字蛇浦字蛇浦１７番地３）

【お問合せ先】

株式会社岡山建設

（〒０３９－３２１５ 青森県上北郡六ヶ所村大字倉内字笹崎１０５０番地１）

☎０１７５－７４－２３２５ 担当：電力事業部 松橋

｢（仮称）大間奥戸風力発電事業 環境影響評価方法書」の

縦覧及び説明会について
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不登校、ひきこもり、人づきあい、発達障害、仕事探し、経済的な困窮など、近年増えている子

どもや若者（またはそのご家族）が抱える様々な悩みを相談できる合同相談会を開催いたします。

相談内容に合わせて、複数の専門相談員がチームで支えます。ご家族だけでもお気軽にご相談

ください。

【原則予約制・相談無料】

▽日時 令和５年１１月２５日（土） 午前９時３０分～午後４時２０分

▽場所 下北文化会館 １階 マルチルーム７

【予約・お問合せ先】

青森県青少年・男女共同参画課 ☎０１７－７３４－９２２４

子ども・若者のお悩み相談会

日本原子力研究開発機構、海洋研究開発機構、日本海洋科学振興財団、環境科学技術研究所が、

海洋・環境科学に関する研究活動の一端を住民の方々に紹介するシンポジウムを開催します。

【日 時】令和５年１１月２８日（火） 午後１時３０分～午後５時

【場 所】プラザホテルむつ（オンライン参加可）

（むつ市下北町２－４６ ☎０１７５－２３－７１１１）

【参加料】無料（会場定員１８０名、オンライン定員８０名）

【申込・お問合せ先】

第１９回むつ海洋・環境科学シンポジウム事務局

（日本原子力研究開発機構 青森研究開発センター 総務課内）

≪URL≫https://www.jaea.go.jp/04/aomori/news/news-20231128.html

☎０１７５－２５－３３１１ sympo2023@jaea.go.jp

第１９回むつ海洋・環境科学シンポジウム開催

レイプやわいせつな行為など、性犯罪・性暴力の被害にあわれた方やそのご家族などからの相談

を受け、要望に応じた必要な支援をコーディネートします。

◆「りんごの花ホットライン」 ☎０１７－７７７－８３４９（やさしく）または☎＃８８９１

※専門の研修を受けた相談員が対応します。秘密は厳守します。

◆相談受付時間

月～金 午前９時～午後５時

（上記時間以外、土・日・祝日・年末年始は、国のコールセンターにつながります。）

【お問合せ先】

青森県青少年・男女共同参画課 ☎０１７－７３４－９２２８

◆県が本センターの運営を委託している公益社団法人あおもり被害者支援センターでは、ボラン

ティアの支援活動員を募集しております。活動に関心のある方は、下記へ直接お問合せください。

【お問合せ先】

（公社）あおもり被害者支援センター ☎０１７－７１８－２０８５

あおもり性暴力被害者支援センター
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▽日 時 令和５年１１月１４日（火） 午後３時～午後４時

▽場 所 ①弘前大学医学部コミュニケーションセンター

②弘前大学医学部附属病院１階

脳卒中・心臓病等総合支援センター内にて実況放送

③ZOOMにて配信

▽内 容 •「心臓病を悪化させない食事のコツ」 講師：管理栄養士 嶋﨑 真樹子

•「心臓病のお薬との付き合い方」 講師：薬 剤 師 相内 尚也

•個別相談会（希望者のみ）メールやお電話でもご相談できます。

▽参 加 相談ともに無料

▽定 員 ①弘前大学医学部コミュニケーションセンター 100名

②弘前大学医学部附属病院 脳卒中・心臓病等総合支援センター 10名

③ZOOM 100名

▽申し込み方法

•ホームページの「県民公開講座参加申し込み」から

•２次元バーコード内登録フォームから

•脳卒中・心臓病等総合支援センター内申込BOXへ投函

•お電話、メールにて申し込み

（当日参加、当日キャンセルも可能です。）

【お問合せ先】

青森県・弘前大学医学部附属病院 脳卒中・心臓病等総合支援センター

☎０１７２－３９－５４５９ noushincenter@hirosaki-u.ac.jp

第３回 青森県 県民公開講座
青森県・弘前大学医学部附属病院 「脳卒中・心臓病等総合支援センター」

免税軽油を使用するにあたり、下記のような行為は認められていませんので、ご注意ください。

①免税証の持ち主本人以外が免税証を使用すること

②県民局の承認を受けずに免税軽油を他人へ譲渡、他人から譲受すること

③免税軽油使用者証に記載されていない機械に免税軽油を使用すること

免税軽油についてご不明な点がございましたら、お近くの県税部までお問い合わせください。

【お問合せ先】

下北地域県民局県税部課税課 ☎０１７５－２２－８５８１ 内線２０８

漁業者・農業者の皆様へ
〜免税軽油を使用するにあたっての注意事項〜
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●と き 令和５年１１月２５日（土）

開演 午後１時（開場正午）

●と こ ろ 北通り総合文化センターウイング多目的ホール

（大間町大字大間字内山４８－１６４）

●主 催 青森県警察本部、大間警察署

●出 演 青森県警察音楽隊

●賛助出演 佐井村立佐井中学校吹奏楽部

令和５年度憩いのコンサートin大間

指名手配被疑者検挙にご協力を！

警察では、１１月中に警察の総力を挙げて重要指名手配被疑者等の追跡調査を行う

「指名手配被疑者捜査強化月間」を実施いたします。

指名手配被疑者の発見に向けた捜査活動には、皆さんからの

情報提供が重要な鍵となりますので、指名手配被疑者によく似

た人を見かけたといった情報等、どんな些細なことでも結構で

すので、警察に通報していただくようお願いします。

ドライバーの皆さん、横断歩道は歩行者優先！歩行者の皆さんは、「ハンド＆サンクス」(「渡る合図」と「ありがとう」)で横断しましょう｡

秋の全国交通安全運動に伴う

車両パレードの実施について

９月２０日（水）、風間浦村内において、

「秋の全国交通安全運動」
に伴う車両広報パレードを実施しました。

車両広報パレードでは、風間

浦駐在所のパトカーと風間浦

村役場の広報車で

○交通事故の防止

○交通違反の絶無

等についての広報活動を実施しました。

下風呂若宮稲荷神社祭典

全体会議の出席について

入 場 無 料
座席は先着順です（事前申込み不要)

お問い合わせは 大間警察署

☎０１７５－３７－２２１１まで

９月２０日（水）、下風呂公民館において、

「下風呂若宮稲荷神社祭典」の全体会議
に出席しました。

全体会議では、

○祭りにおける各種事件・事故防止

等について講話しました。
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みなさんこんにちは。大間病院の小成田です。今年の夏は例年以上に暑かったですが、

あっという間に秋も深まり１年過ぎるのが早いと感じますね。

さて、大間の名物であるマグロですが、漁は例年８月頃から始まり、翌年１月くらいま

でおこなわれます。海の水温が低くなる秋から冬にかけて旬を迎えるとされており、まさ

にこれから旬を迎えます。今回はそんなマグロと蕁麻疹に関するお話です。

蕁麻疹は日常診療でも遭遇するありふれた疾患です。軽症であれば皮膚症状のみです

が、症状がひどい場合、アナフィラキシーといい呼吸困難や腹痛など全身に症状が出るこ

とがあります。マグロに限らずエビやカニなどのアレルギーで症状が出る場合もあります

が、これらのアレルギーがなくても蕁麻疹が出ることがあります。それは「ヒスタミン食

中毒」という特殊な蕁麻疹です。マグロやサバ、イワシ、サンマなどいわゆる“青魚”に

はヒスチジンという物質が多く含まれます。これらの魚が室温に放置されると雑菌が繁殖

し、ヒスチジンがヒスタミンに分解されます。このヒスタミンが原因となり蕁麻疹が出て、

まるでアレルギーかのような症状を呈します。そのため購入した魚は室温に放置せずに速

やかに冷蔵・冷凍することが大切です。ここで１つみなさんに覚えて頂きたいことがあり

ます。それは、１度生成されたヒスタミンは加熱や冷凍では除去されないということです。

そのため、１度室温に放置された魚は加熱調理や冷凍したからといってヒスタミン食中毒

は防ぐことはできません。ですので室温に放置された魚は食べずに処分しなければなりま

せん。

これから旬を迎えるマグロですが、購入したり釣ったりした魚は処理後速やかに冷蔵庫

にしまい、鮮度が良いうちに美味しく食べるようにしましょう。

マグロと蕁麻疹(じんましん)のお話し

内科医長 小成田 衆
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集団検診などの一次検査で「要精検」になった場合、がんなど病気の疑いがありま

す。がんは放っておくと進行して、症状が出てからでは手遅れになる場合があります

が、早期の発見・治療を行えば怖い病気ではありません。「症状がないから」、「健康だ

から」と自己判断せずに、要精検になったら必ず医療機関で精密検査を受けましょう。

何か気になること、相談したいことがあれば、遠慮なく村民生活課までご連絡ください！

【お問合せ先】風間浦村 村民生活課 保健衛生グループ ☎０１７５−３５−３１１１

がん検診で「要精検」になったら、がん検診で「要精検」になったら、
必ず精密検査を受けましょう必ず精密検査を受けましょう

風間浦村民の各種がん検診の精密検査出現率をみると、子宮頸がん検診は要精検となる人がほとん

どいません。肺がん検診も、３％以下を維持しています。

乳がん検診は、年度によりばらつきがあり、令和３年度は要精検者３人で６．４の出現率でした。胃

がん検診は出現率が増加傾向にあり、令和４年度では要精検者１５人で９．９％の出現率でした。大

腸がん検診は精密検査となる人が多く、要精検者１１∼２９人で５∼１１％の出現率で推移しています。

がん検診受診結果が「要精検」だった方は忘れずに、医療機関で精密検査を受けましょう。

精密検査は本当に必要なの？

風間浦村 各種がん検診精密検査出現率（令和元∼令和４年度)

胃がん検診・・・内視鏡検査

肺がん検診・・・胸のＸ線検査（レントゲン検査）・ＣＴ検査

大腸がん検診・・・大腸内視鏡検査 ※便潜血検査は精密検査にはならないので注意！

子宮頸がん検診・・・細胞診の判定により、細胞診の再検査やＨＰＶ検査

乳がん検診・・・マンモグラフィー・超音波検査

精密検査って何をするの？主ながんの精密検査内容
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みなさまのご協力ありがとうございます 〜赤い羽根共同募金運動〜

１０月から全国で始まっております「赤い羽根共同募金運動」につきましては、皆様のご理解ご協力をいた

だき誠にありがとうございます。

青森県内の共同募金運動は、「社会福祉法人青森県共同募金会（県共募）｣が実施しており、各市町村社会福

祉協議会（社協）が「共同募金委員会」を設置して、共同募金運動を行っています。

皆様からいただいた募金は、翌年度に県内の社協やＮＰＯ法人、福祉施設、住民組織などの地域福祉活動費

として助成されるほか、大災害に備えた準備金の積立や県共募運営費に使われます。

令和４年度の実績により当社協には、今年度５０万円が助成され、「移送サービス事業」に使われます。

皆様には、地域福祉事業の趣旨をご理解下さり、社協で依頼した「募金ボランティア」の方々が訪問した際

には、温かい善意を寄せて下さいますようお願い申し上げます。

【令和４年度募金実績額】５９２，７８２円 【令和５年度募金目標額】４６０，０００円

【移送サービス事業について】

移送サービスは利用料や、今回紹介した「赤い羽根共同募金」の地域還元である共同募金助成金を財源と

し、総事業費の不足分は風間浦村からの補助金で賄われています。（４年度延利用者数：１９７人）

【利用対象者】

次の状態にあり、他人の介助によらずに移動することが困難で、

かつ、単独で公共交通機関を利用することが困難な方。

•寝たきりの方、常時車椅子を使われている方

•要支援・要介護状態にある方、総合事業対象者

•その他、心身に障がいのある方

【利用目的】

•通院や入退院、転院、施設への移動

（単位：円）赤い羽根共同募金実績表(過去５年）

４年度 ３年度 ２年度 元年度 ３０年度

目 標 額 460,000 460,000 440,000 480,000 480,000

実 績 額 592,782 445,584 453,144 439,560 491,546

達成率(％) 128.9 96.9 103.0 91.6 102.4

内

訳

戸別募金 355,547 394,630 406,298 405,634 415,170

職域・学校等 70,301 50,954 46,846 33,926 76,376

ピンバッチ募金 166,934 － － － －

移送車両（共同募金助成)

あんきもんピンバッチ2023 Newデザイン（大漁旗バージョン）登場‼

赤い羽根共同募金「ご当地ピンバッチ」とは

「赤い羽根」に地域で親しみのあるキャラクターを合わせてデザインをし、赤い羽

根共同募金を身近に感じながら、地域全体で積極的に参加・協力いただくことを目的

に令和４年度から実施しています。

風間浦村のＰＲにもつながりますので、ぜひご協力をお願い致します。

社協内「共同募金委員会事務局」か、以下の協力店においで下さり、募金された方

に、募金５００円につき１個贈呈しています。（数量限定）

【協力店】

（易国間地区） 易国間郵便局

（下風呂地区） 風間浦郵便局 まるほん旅館 おおぎや旅館 金森商店
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（９月末現在)

男 792人 (先月比−１人 )

女 840人 ( 〃 −２人 )

計 1,632人 ( 〃 −３人 )

世帯数 851世帯( 〃 ±０世帯)

●お誕生おめでとうございます

松 本 雄 希 くん （春和）蛇 浦

●お悔み申し上げます

飯 田 正 子 さん （85歳）易国間

川 本 常 志 さん （75歳）下風呂

私たちの村の人口 （９月届出分)

長年にわたり社会の発展に寄与され、今年度めでたく百歳のご長寿を迎えた易国間地区の松尾幸さんに

内閣総理大臣からお祝い状と銀杯、青森県知事から顕彰状、風間浦村長から顕彰状と記念品が贈られました。

この日はデイサービスを利用中で、冨岡村長が訪問すると、最初は照れていましたが「元気に長生きして

ください」と声をかけると「これからもお世話になります」と元気な笑顔で受け答えしていました。

㊗ 百歳ご長寿おめでとうございます

工
く

藤
どう

絆
はん

花
な

ちゃん

Ｒ4.9.14日生 易国間（保護者：導彦）

甘えん坊で人見知りだけど兄さんに似て愛嬌良し‼

食べる事が大好き過ぎる我が家のお嬢様♡

これからもお得意のいい顔∼♡で

みんなを笑顔にして愛される良い子に育ってね♡

パパ、ママより
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